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原発被曝労働者の長尾さんの労災認定を勝ち取ろう

「早期労災認定を！」の要望書に賛同してください

被爆５８周年原水禁世界大会

「ヒバクを許さないつどい」で

原発労働者の労災認定を勝ち

取る闘いを確認

原発を基幹電源とする日本のエネルギー基本計画
１０年後も原発推進でいいのでしょうか？

１０月２６日の反原子力デーに
大いに話し合い、運動の輪を広げよう！

１０・２６反原子力デー 反原発討論集会

「これでいいのか
エネルギー基本計画、

脱原発・水素社会を展望する」

日時：１０月２６日（日）午後１時
場所：ヒューマインド（総合福祉センター ＪＲ環状線「芦原橋」駅から徒歩７分）
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８月４日からヒロシマ原水禁大会に参加

「核も戦争もない平和な２１世紀に！」をメイ
ンスローガンにかかげる被爆５８周年原水爆
禁止世界大会に全国各地から４５００名の人
々が参加されました。昨年が３５００人であ
ったので、現在の危機感が反映し、増えた
ように思えました。

８月 ４日 の 開会総会の 基調提案 では、
「世界に破壊と混乱・不安をもたらすアメリ
カ・ブッシュ政権、それに追随する日本・
小泉政権に対して今こそ平和・核廃絶の闘
いが重要となっている。」と、力説されまし
た。また、脱原発、ヒバクシャ救援などの
力強い運動を推進しようと提案されました。

５日の分科会「広島・長崎・東海村を結
んで、ヒバクを許さない集い」に参加しまし
た。まず初めに、イラクを訪問された森滝
春子さんとイラク・バスラ病院のジョナン・
ハッサン医師が、湾岸戦争から今年の戦争
に至るまでのイラク戦争で劣化ウラン弾とい
う放射能汚染を伴う爆弾が使用され 、子ど
もたちに健康障害や白血病など、深刻な被
害が起こっていることを報告されました。劣
化ウラン弾の材料には、原発燃料製造から
出る核廃棄物（濃縮後の残りかす）が用い
られており、戦車などに当たると劣化ウラン
が 高熱でエアロゾルになって飛び散り、人
体に吸い込まれると放射線障害を起こすの
です。

次に、「原発はごめんだヒロシマ市民の
会」の木原省治さんは、「原爆被害地のヒ
ロシマから世界の ヒバクシャに対する補償
を」と力強く訴えられました。「被爆二世、
被爆三世、東海村のヒバクシャ、チェルノ
ブイリのヒバクシャなどなど、この補償要求
を勝ち取ることが、核をなくす大きな力にな

ることを意識していきたいし、行動を起こし
ていきたい」と。

続いて、臨界事故被害者の会の大泉さん
からは 、ＪＣＯ東海臨界事故で、作業員２名
の方が死亡し、周辺住民の６６８名がヒバク
したことや、現在裁判で闘っていることが 報
告されました。

１９８１年まで原発で働いた長尾光明さんは、
現在多発性骨髄腫という病気になり、労災
認定を要求して闘っていることの報告も受け
ました。原発内は相当にひどく放射能で汚
染され、原発内労働でヒバクさせられた下
請け労働者の多くの人々が闇に葬られてい
ます。改めて被曝労働の問題を考え、原発
被曝労働者を救済する運動を広げていかね
ばなりません。福島双葉原発反対同盟の石
丸小四郎さんから、長尾さんが被曝した福
島原発での放射能汚染の実態や原発被曝労
働者の労災認定の状況について報告を受け
ました。

この原水禁大会に参加し、あらためて次
のようなことが 確認できたと思います。
・ 「平和」のためには、先制攻撃「戦
争」も許されるという論理はやっぱりおかし
い。
・ 「平和利用」という美名の中で、原発

からヒバクシャを生み出していることもや
はり絶対におかしい。
再来年は、原水禁大会も被爆６０周年を

迎えます。闘いは今から････。

原発を基幹電源とするエネルギー基本計画

政府が今作成中のエネルギー基本計画は、
昨年６月に成立した、エネルギー基本法に
基づいています。この計画では、今後10年
程度を見越して、エネルギー需給に関する
施策の考え方を示すものとしています。
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しかし、この基本計画では原発を「基幹
電源」と位置づけ、原発を推進するというま
さに原発を第一義にした基本計画となってい
ます。

原発の新増設については、電力自由化の
下では両立しないことを認め、無理矢理手
厚い保護政策をとろうとしています。

原発の運転では、「維持基準」を設け、
機器にひび割れが 起こっても良しとし、耐
震設計の基準を無視しようとしています。運
転中に阪神・淡路大震災級の直下型地震が
起これば、炉心が変形・破壊し、重大事故
に至る危険がますます増大します。さらに、
原発の経済性を追求するため、定期検査の
期間短縮や燃料の高燃焼度化運転も認めよ
うとしています。原発がボロボロになってい
ても大丈夫だと運転を許し、さらに長期連続
運転（１３ヶ月から１５ヶ月）までもおこなおう
としています。ますます重大事故の危険性
が増します。危険な原発の運転は止めるほ
かないのです。

たまり続ける原発の使用済み核燃料につ
いて手に負えなくなった電力会社は、経営
負担が増大し、電力自由化に対応できない
として、国の責任の明確化と経済支援等を
求めています。六ヶ所再処理工場をめぐっ
ては、不良工事による漏洩、高価な再処理
費、抽出プルトニウムの問題などまだまだ
矛盾を抱えているので、基本計画では、何
も書かれていません。再処理工場は闘えば、
阻止できます。

高レベル放射性廃棄物の処分場は何処も
引き受けるところがありません。危険な核の
ゴミを何十万年間も管理し続けなければな
りません。核のゴミを生み出す原発の運転
をやめさせることが大切です。

このようにエネルギー基本計画は、矛盾

に満ちています。新規の原発建設を阻止で
きる条件は拡大しています。六ヶ所再処理
工場についても、矛盾を拡大させることがで
き、闘えば阻止できます。原発・核燃料サ
イクル政策反対の運動を強めることが求めら
れています。

これらの 問題について、反原子力デーの
１０月２６日に大阪で、１０・２６反原発デー

反原発討論集会「これでいいのかエネル
ギー基本計画、脱原発・水素社会を展望す
る」を持ちたいと考えています。ぜひご参
加下さい。

また、１０月２４日（金）の午後６時から、
関電交渉を行います。ともに、粘り強く、徹
底的に闘いましょう。

（文：若狭ネット 久保）

（下北半島の風力発電）



今後の予定

９月７日（日）午後１時半から

長尾さんの原発被曝労災の認定を求める阪神地域の集い
場所 尼崎市立中央公民館（ＪＲ立花駅南東へ徒歩約１０分、Tel 06-6482-1750）
主催 ヒバク反対キャンペーン、原発の危険性を考える宝塚の会、環境と原発を考える会・神戸

９月２１日（日）午前１０時から

東南反核フェスティバル
場所 長居公園 南児童公園 地下鉄「長居」駅下車 徒歩５分
主催 東南反核フエスティバル実行委員会

９月２８日（日）午後１時半から４時半

ＪＣＯ事故を忘れない！ノーモア・ヒバクシャ！原発いらない！市民の集い
場所 ヒューマインド（総合福祉センター ＪＲ環状線「芦原橋」駅から徒歩７分）
主催 原発いらない！市民の集い実行委員会

１０月１１日（土）午後２時から（1:30開場）
チケット前売り千円“ ”チェルノブイリの祈り の著者

スベトラーナ・アレクシェービッチ講演会
場所 アピオ大阪小ホール （ＪＲ環状線「森ノ宮」下車すぐ）
連絡 チェルノブイリ・ヒバクシャ救援関西 たなか０７９７－７４－６０９１

１０月２４日（金）午後６時より

（予定）反原子力デー関電交渉
場所 関西電力本社前 午後６時集合 （地下鉄「肥後橋」駅下車徒歩５分）

１０月２６日（日）午後１時より

１０・２６反原子力デー 反原発討論集会
場所 ヒューマインド（総合福祉センター ＪＲ環状線「芦原橋」駅から徒歩７分）
連絡先 若狭ネット （０７２９－３９－５６６０）

◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇編集後記
・反原発運動は、放射線ヒバクの恐ろしさを訴えてきた運動でした。労災認定の闘いで亡き岩佐

嘉寿幸さんともなかよくしてもらったことを思い出しながら、労災認定で闘う長尾さんを支援した
いと思います。 きよ子
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